
はじめに

　私は、現在、学級担任ではありません。ところが、学級担任を退い
た今でも、年に１、２回、自分の指示が通らず、クラスが崩れていく
夢を見て、目を覚ますことがあります。
　このことを、あるセミナーの懇親会で話したところ、その日、私と
ダブル講師をしていた先生（以後Ａ先生とします）も、年に１、２回、
同じような夢を見て、目を覚ますことがあると言うのです。
　ちなみに、私は昔から運と要領だけはよかったので、まだまだ未熟
だった若い頃からそこそこ力量がついて担任を退くその日まで自分の
クラスが学級崩壊に至ったことはありません。
　もし仮に、現在、学級担任に戻ったとしても、学級崩壊を起こすこ
とはないでしょう。Ａ先生は今も学級担任ですが、もちろん、彼も、
学級崩壊を起こすことはありません。断言できます。それだけの力量
を持った教師だからです。
　にもかかわらず、2人とも、毎年、自分のクラスが学級崩壊になる
夢を見て、目を覚ますのです。自分のクラスは学級崩壊になるはずが
ない…と確信していても、そして、そのことを裏付けるだけの力量が
あったとしても、潜在意識のどこかにある「学級崩壊になるかもしれ
ない」という恐れが、このような夢を見させるのでしょう。いくら経
験を積み、教師としての力量を十二分に持っていたとしても、教師に
とって学級崩壊はそれほど怖いということです。
　だから、あなたが、学級崩壊に対して不安を持ってしまうことは、
当然です。自分だけではないのです。そもそも不安を持つこと自体、
決して悪いことではありません。不安に打ち勝つための準備をするこ
とができるからです。この本は、そのための一助になればという思い
から書かせていただきました。
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　つまり、この本は、
　学級崩壊の怖さをわかっている教師が、
　学級崩壊を起こしたくない教師のために書いた本
ということができます。
　タイトルにもなっている「崩壊フラグ」とは、「学級崩壊が起きる見
えない条件」のことです。崩壊フラグが見えるようになれば、クラス
の荒れに早い段階で気づくことができます。つまり、荒れを未然に防
ぐことができるようになるのです。
　ただし、「圧の強い教師」と「圧の弱い教師」とでは、立つ崩壊フラ
グは違ってきます。自分自身のタイプを意識して、崩壊フラグに対応
していく必要があるのです。たとえば、圧の強い教師のクラスには、「友
だちへの配慮ができない子が増えてくる」という崩壊フラグが立ちや
すい傾向があります。自分の課題には取り組むが、隣の子が困ってい
ても気づかないという状況です。
　このような崩壊フラグが立った場合、どのような対応をすればいい
のか。そもそも崩壊フラグが立たないようにするには、何を意識すれ
ばいいのか。そのような内容が書かれています。
　また、「圧の強い」「圧の弱い」というキーワードのつながりで、「圧
の強い子ども」「圧の弱い子ども」との付き合い方も書かせていただ
きました。間違った対応をしていると、そのことが原因で学級が崩れ
ていくことがあります。崩壊フラグを立たせないようにするためにも、
それぞれの子に合った対応をしなければいけません。
　「彼（崩壊フラグ）を知り、己（自分のタイプ）を知れば百戦あやうか
らず」
　必要以上に恐れることはありません。学級崩壊、恐るるに足りずで
す。
　令和元年 5月

新元号開始日がお誕生日でちょっぴりうれしい

俵原　正仁
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第 章1 崩壊フラグと
教師のタイプ

	1	「崩壊フラグ」は立っていないか �  12

	2	「圧の強い教師」と「圧の弱い教師」 �  14

	3	 圧の強い教師のクラスに立ちやすい崩壊フラグ �  16

	4	 圧の強い教師が生む崩壊フラグをチェック！ �  18

	5	 圧の弱い教師のクラスに立ちやすい崩壊フラグ �  20

	6	 圧の弱い教師が生む崩壊フラグをチェック！ �  22

	7	 圧が強くても崩れない教師	
	 	 圧が弱くても崩れない教師 �  24

コラム  学級崩壊要注意月間とは �  26

もくじ　『「崩壊フラグ」を見抜け！』
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第 章2 圧の強い教師によくある
崩壊フラグ９パターン

	1	 子どもどうしが目くばせする �  28

	2	 プリントを配った時、無言でむしり取る �  30

	3	 授業中にトイレや保健室に行く子が増える �  32

	4	 友だちにきつく注意する子が増える �  34

	5	 友だちへの配慮がなくなる �  36

	6	 立場の弱い子に対して強く当たる �  38

	7	 教師が見ていない所でそうじをサボる �  40

	8	 自分の小言やグチが増える �  42

	9	 教師ができていないことをごまかす �  44

コラム  「魔の６月」にならないために �  46

第 章3 そもそもフラグを立たせ
ないために（圧の強い教師編）

	1	 自身をさらけ出す力を身につける �  48
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	2	 子どもに対して「ごまかさない」�  50

	3	 周りの目を気にしない �  52

	4	 ひとりの大人として子どもを扱おう �  54

	5	 自分の授業を客観的な視点で見直そう �  56

	6	 スルースキルを身につける①    �  58

	7	 スルースキルを身につける②  �  60

	8	 圧が弱まる授業スタイルを身につけよう �  62

	9	 休み時間、ただ子どもの側にいよう �  64

コラム   「11 月危機」にならないために① �  66

第 章4 圧の弱い教師によくある
崩壊フラグ９パターン

	1	 教室にゴミが落ちている �  68

	2	 イスが出ている。机の上が散らかる �  70

	3	 教室でのあいさつがダラダラしている �  72

	4	 授業がすぐに始められない �  74

	5	 ノートやプリントの字が雑になる �  76
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	6	 ノートや教科書などの忘れ物が増える �  78

	7	 怪我をする子が多くなる �  80

	8	 授業中の私語が増える �  82

	9	 授業中、ウロウロと立ち歩く子が増える �  84

コラム   「11 月危機」にならないために② �  86

第 章5 そもそもフラグを立たせ
ないために（圧の弱い教師編）

	1	 教室環境を整えよう �  88

	2	 困った時は気になる子の側に立ってみよう �  90

	3	 目ヂカラが弱くても、視線を意識する �  92

	4	 子どもに伝わりやすい大きな声と話し方 �  94

	5	 圧の弱い教師が身につけるべきスルースキル �  96

	6	 子どもへの指示は明確に伝わるように �  98

	7	 崩壊フラグを立たせない授業で使える	
	 	 パワーアップアイテム �  100

	8	 休み時間に教師の本気を見せよう �  104

コラム   「レインメーカーショック」にならないために �  106
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第 章6 圧の強い子、圧の弱い子
との付き合い方

	1	 圧の強い子と圧の弱い子との付き合い方 �  108

	2	 圧の強い子と圧の弱い子の朝のあいさつ �  110

	3	 朝の時間のやりとり �  112

	4	 授業でのふるまい（授業中の指名） �  114

	5	 授業でのふるまい（机間巡指
3

） �  116

	6	 授業でのペア＆グループ活動の取り組み方 �  118

	7	 休み時間の過ごし方（遊び） �  120

	8	 休み時間の過ごし方（けんかの指導） �  122

	9	 給食時間の過ごし方�  124

	10	教師も一緒にそうじをしよう �  126

	11	 帰りの会や帰りの支度 �  128

コラム   最近、中学年に学級崩壊が多くなっている理由 �  130
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そのセリフは言っちゃだめだぁ～～
　「この戦争が終わったら、この娘と結婚するんだ…」
　映画館で、このセリフを聞いたあなたはきっとこう思うはずです。
　「可哀そうに、この人、死ぬな…」
　
　「私は今まで一流のコーチの下、最新理論のトレーニングを積んで
きた。下町のジムにしか通えないような君に負けるはずがない」
　リビングで、漫画を読んでいたあなたはきっとこう思うはずです。
　「こいつ、絶対負けるな…」

　「俵原先生、『叱らない指導術』を見て、「叱らない学」というテーマで、
ももクロのラジオ番組に出演依頼が来ましたが、出演可能ですか？」
　自宅の書斎で、学陽書房からのメールを見た私はこう思いました。
　「幸せすぎて、死ぬかもしれない…」

　このような「これを言った（やった）キャラクターは大体死ぬ」とい
うセリフや行動などを「死亡フラグ」といいます。死亡フラグが立っ
たのにもかかわらず、私は幸いにも生きのびることができましたが、
これもひとえに、死亡フラグが立っていることに気づいた私が、ラジ
オ番組収録日まで、超慎重に恐る恐る生きていたからこそです。

「崩壊フラグ」は
立っていないか

1

学級崩壊が起きる前には、必ずフラグが立っている。
それに気がつけば崩壊を未然に防ぐことができる！
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では、「崩壊フラグ」とは何でしょうか？
　「フラグ」とは、もともとコンピュータゲームの用語で、「何かが起
こるための見えない条件」という意味です。つまり、「崩壊フラグ」とは、
　学級崩壊が起こるための見えない条件
という意味になります。
　学級崩壊がいきなり起こることはありません。
　少しずつクラスの荒れが進行していき、ある時、一気に崩壊するの
です。ただし、学級崩壊を起こしてしまう教師や隣のクラスの教師が、
そのクラスのちょっとした荒れに気づくことはあまりありません。
　だから、当の本人も周りの教師も、それがいきなり起こったかのよ
うに感じることが多いのです。
　つまり、崩壊フラグが見えるようになれば、クラスの荒れがそれ以
上進行しないように手を打つことができ、結果として、学級崩壊を未
然に防ぐことができるというわけです。

崩壊フラグを見抜く目を養えれば、
学級崩壊を未然に防ぐことができます。

POINT

まずは崩壊フラグを立たせないことです！
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圧の強い教師・弱い教師とは？
　世の中には 2種類の教師しかいない。
　それは、圧の強い教師と圧の弱い教師である。
…という名言があります。
　「圧が強い」というのは、子どもに対する圧力が強いということです。
子どもの中にグイグイ食い込んでいきます。良くいえば、「元気ハツ
ラツ、エネルギーに満ちた」先生、悪くいえば、「厳しい、空気が読
めない、一緒にいると疲れる」先生といったところでしょうか。
　「圧が弱い」というのは、その反対。本人にその気がなくても、子
どもに対して、どこか遠慮気味なように見えます。良くいえば「優し
い、子どもによりそう」先生、悪くいえば、「元気がない、優柔不断、
何をしても叱られない」先生といえるでしょう。
　私は、自分自身を、どちらかといえば、圧の弱い教師だと思ってい
るのですが、あなたはどちらのタイプですか？
　まず自分はどちらのタイプか考えてください。
　崩壊フラグの話に入るのはその後です。
　ここで、「圧が強くても、圧が弱くても、そんなんどっちでもええ
やんけ！　ごちゃごちゃ言わんと、崩壊フラグの説明を続けんかい‼」
と前田日

あきら
明ばりに反論してくる方は、間違いなく圧が強い教師だと思

「圧の強い教師」と
「圧の弱い教師」

2

あなたはどっち？
圧の強い・弱いで、違ったかたちのフラグが立つ！
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うのですが、実は、圧の強さと崩壊フラグには密接な関係があるので
す。

圧の強さと崩壊フラグの関係性とは？
　密接な関係といっても、「圧が強ければ強いほど崩壊フラグが立つ
（またはその逆）」というような正比例や反比例の関係ではありません。
圧が強くても、弱くても、崩壊フラグが立つ時は立つのです。また、
どちらのタイプの教師に崩壊フラグが立ちやすいといったこともあり
ません。ただ、圧の強い教師と圧の弱い教師とでは、違ったかたちの
崩壊フラグが立ち上がるのです。
　だから、自分がどちらのタイプかあらかじめわかっていれば、予想
できる崩壊フラグを絞ることができ、意識することができます。崩壊
フラグが小さいうちに見つけることができるので、早期対応ができま
す。もちろん、未然防止にもつながります。
　さぁ、あなたは、どちらのタイプですか？

自分は圧が強い教師か、圧が弱い教師か。
まずは、自覚することから始まります。

POINT

圧の強い教師と弱い教師、違った崩壊フラグが立つ！
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この日常的な教室での風景がアブナイ！
　算数の時間。教科書の計算問題に取り組んでいるあるクラス。
　4年生にもなると、計算が得意な子と苦手な子の課題にかかる時間
の差が大きくなることも多く、すでに課題を終えた子の隣の席の子が
まだ 1問目に取り組んでいる。早く課題が終わった子は、読書をし
たり、係活動の新聞を書いたりしている。静かな時は流れていく。
　多くの教室を見ていると、このような風景に出会うことがあります。　　
　担任は、その様子を満足気に見守っています。
　でも、私は、違和感を持ってしまいます。
　「隣の子、困っているでしょ」
　もしかしたら、担任が、「早く終わった人は読書や係の仕事をしま
しょう」と指導しているのかもしれません。私もテストなどが早く終
わった子に対して、「自分の席で静かに何かをしていなさい」と指示
することがあります。でも、テストでないときは教えてあげればいい
やん！…と思ってしまうのです。
　さらに、こう思います。
　「このクラス、もしかしたらやばいかも」
　実はこれ、圧の強い教師のクラスに立ちやすい崩壊フラグなのです。

圧の強い教師のクラスに
立ちやすい崩壊フラグ

3

課題終了後、静かに時は流れているが…それで大丈夫？
ほうっておいてもよいかどうかを見直そう。
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優先順位のつけ方が違うのです
　とくに、教師の指導が入った結果、このような風景になっていると
したら、本当にまずいです。「困っている友だちがいても、自分がや
りたいことをしたらいいよ」と教えていることになるからです。
　もちろん、教師はそう思っているはずないのですが、子どもたちど
うしがかかわりあうことで静寂が崩れることよりも、静かに時が流れ
ることを優先していることは間違いありません。
　このような状態が続くと、友だちへの配慮ができない子どもが増え
ていきます。そして、何かのきっかけで、教師に対しても、配慮のな
い行動が出てきます。こうなると、学級崩壊へ一直線です。
　しかし、この担任は、自分の指導が間違っているなんて、１ミリも
思っていません。このケースのように、圧の強い教師のクラスの崩壊
フラグは見つけにくいという傾向があります。

良かれと思ってやっていることが、崩壊フラ
グの種をまいていることがあります。気をつ
けましょう！

POINT

ほうっておいてもよい状況かクラスを見直そう
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